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ジオスペース探査衛星「あらせ」の2016年12月の打ち上げに連携して、あらせ衛星の連携地上観測班では、特別推進研究（PWINGプロジェクト）や基盤S（PsAプロジェクト）などの経費を通して、北欧、ロシア、カナダ、アイスランド、
アラスカなどで高感度全天カメラ、EMCCDカメラ、誘導磁力計、VLFアンテナ、リオメータなどによる連携地上観測を実施してきた。これにより、内部磁気圏につながるオーロラ帯やサブオーロラ帯のオーロラや電離圏変動、mHz
からkHzにわたる広い周波数帯におけるイオン・電子サイクロトロン波動や電磁流体波動に関して、さまざまな新しい知見が得られ、100編以上の多く論文が出版されている。本講演では、「あらせ」衛星の連携地上観測の現状と
科学成果ハイライトを紹介する。

Some recent results from the ERG-Ground coordinated measurements

PWING-ERG国際会議を2021年3月8-12日にオンラインで開催予定

あらせ衛星がSARアークを通過した初めての同時観測例
あらせ衛星がdiscrete/diffuseオーロラを順番に通過した同時観測例

あらせ衛星と地上多点観測による電磁イオンサイクロトロン（EMIC)波動のグローバル同時観測。EMIC波動が放射線帯粒子の消失に寄与していることを示した。

あらせ衛星と地上多点観測、BATURAS/CRCMモデル
によるmHz帯のULF波動のグローバルな定量把握

あらせ衛星、RBSP衛星、NOAA/POES衛星、地上多点観測、RAMモデルによるkHz帯のELF/VLF波動のグローバルな時間発展の把握

あらせ衛星と地上観測によるFlashオーロラとVLFコー
ラス波動の1対1対応の発見

あらせ衛星、RBSP衛星、地上観測によるkHz帯のELF/VLF
波動（QP emission）の空間スケールの把握

あらせ衛星、地上観測によるkHz帯のELF/VLF波動（QP 
emission）の時間発展と磁場曲率変動との対応の発見

あらせ衛星と地上多点観測による電離圏トラフ・
プラズマ圏の経度構造の把握
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北欧の4地点で1秒に100枚のオーロラ高速撮像
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